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流通とＳＣ・私の視点 

2017 年３月２日 
 

ＳＣリニューアルと売場の圧縮付加法(その２)!! 

（流通とＳＣ・私の視点 2064 より続く） 
 
（３）圧縮付加法による売場創出プロセス 
リニューアルにおいて既存の売場面積を減床させ、新たな売場を創出し、創出させた売場に新しいＭＤｉ

ｎｇ＆テナントミックス機能を付加して、売場面積の増床なくして売上高を増大させるリニューアルが売
場面積の圧縮付加法を活用したリニューアルです。まさに、ソフトリニューアルの真髄です。その成果の高
い圧縮付加法方式は次のプロセスで行います。 

第
１
ス
テ
ッ
プ 

ＳＣの売場効率表及び適否売場分析表の作成 

①テナント別の売場効率表の作成 
②業態別（メガストア、マグネットストア、一般テナント（スモールテナント））の売場効率表の作成 
③消費のスタイル別（着まわり、食べまわり、趣まわり、家まわり、遊びまわり、近まわりの消費スタイル）の売場効率表の作成 
④フロア別及びブロック別の売場効率表の作成 
⑤ＳＣにとって適している売場・適していない売場の表の作成 

↓ 
 売場の有効利用の評価  

↓ 

第
２
ス
テ
ッ
プ 

ＳＣの潜在ニーズの作成 
 

 手  法 内  容 

トップダウン 
方式による 
潜在ニーズ 
探索手法 

成立適正業態 
ミックスモデル 

１つの固有マーケットの中に本来あるべき流通業態（ＳＣ・メガストア・小規
格店・ネット等）のモデルとの対比から潜在ニーズを探索する。 

ＭＤｉｎｇ＆テナント 
ミックス・エアポケット 

探索モデル 

ＭＤｉｎｇやテナントミックスモデルと比較して、現状の１つの固有マーケッ
ト内に立地しているＭＤｉｎｇ＆テナントミックスの差を潜在ニーズとして探
索する。 

ＳＣ趣向やＳＣ行動 
のオープンデータ 

生活者のライフスタイル、消費行動、ＳＣへの出向動機、デモグラフィック
等のオープンデータより潜在ニーズを探索する 

ボトムアップ 
方式による 
潜在ニーズ 
探索手法 

アンケートによる 
直接回答方式 

居住者調査や来館者調査で、欲しい業種・テナント及びニーズを直接聞
いて潜在ニーズを探索する。 

グループインタビュー 
＆フォーカス調査方式 

５～６人のＳＣ利用者を対象にグループ単位で目的を絞り、互いの話し
合いの中から潜在ニーズを探索する。 

ネガティブ 
質問・回答方式 

自ＳＣへの評価をネガティブ質問（悪いイメージの質問）に対して、「そう
思う」あるいは「そう思わない」の二者択一の質問をして潜在ニーズを探
索する。   

↓ 
第
３
ス
テ
ッ
プ

ＳＣリニューアルの勝ちパターンの「フレーム」づくり 

①リニューアル戦略（どのような勝ちパターンのＳＣを選択するのか？） 
②ＳＣのリニューアルコンセプト（どのような性格を持ったＳＣとするのか？） 
③ＭＤｉｎｇコンセプト（どのような商品構成及びテナントミックスにするのか？） 

↓ 

第
４
ス
テ
ッ
プ 

減床すべき売場（ＭＤｉｎｇ＆テナントミックス）と面積の設定 
①売場効率表による不効率売場及び不必要売場からの売場と面積の減床の設定 
②マーケットの潜在ニーズ探索からの売場と面積の減床の設定 
 ＭＤｉｎｇ＆テナントミックス機能を果たしていない売場と面積の減床の設定 
 マーケットから評価されていない売場やマーケットにおいて競争優位性を持っていない（持てない）売場と面

積の減床の設定                   ↓ 
 ＳＣの売場単位のネガティブ価値評価  

↓ 

第
５
ス
テ
ッ
プ 

創出された売場に付加すべきＭＤｉｎｇとテナントミックスの設定 
①ワンパッケージ性（全体あるいは特定分野のターゲットから見て、何でも揃っている）から見た付加すべきＭＤｉ

ｎｇとテナントミックスの設定（３割差異化・特化、７割総合化のうち、７割総合化のゾーン） 
②競争優位性及び特化（圧勝する分野）から見た付加すべきＭＤｉｎｇとテナントミックスの設定 
③斬新さ・先進性・独自性のイメージ創出から見た付加すべきＭＤｉｎｇとテナントミックスの設定 

↓ 
 ＳＣの売場単位のポジティブ価値評価  

(株)ダイナミックマーケティング社
＋７
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（ＳＣ理論編） 
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